
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・さつまいもやチンゲン菜で活動がどのように展開されていくのか気に
なったが子ども達は画板の上でさつまいもを転がして音に注目をした
り、大きさに興味をもっていた。感触だけではなく、視覚や聴覚からも
楽しんでいた。触ることから様々な方向に展開をしていった。
・指先を使って葉をちぎることで葉の繊維が裂けていく様子を目を凝ら
して見ていた。ちぎることに興味をもった子どもは繰り返し集中してち
ぎっていた。
・感触遊びに使ったさつまいもをふかして食べた。子ども達も「おい
も」と興味を持っていた。

・初めは保育士が触る様子をじっと見ている姿があったが抵抗感がなくな
ると自分から野菜に手を伸ばして触っていた。様々な形のさつまいもを並
べてみたり、重さを感じたり、転がしたりしていた。慣れてくると野菜の
中身に興味をもち、皮を剥こうとしたり、ちぎろうとしていた。
・半分に切ったさつまいの断面図を見たり、触っていた。指先に付いた粘
着物のような物質を気にする素振りをしていた。黒い画用紙を用意すると
粘着物が画用紙について模様になることに気づき、スタンプのように押し
ていた。
・チンゲン菜は指先でちぎって細かくしていた。ちぎった時の音や手に伝
わってくる感覚が楽しかったようで保育士の目の前でちぎって喜びや楽し
さを共感していた。

1歳児…感触遊び（旬の野菜を触ってみる・さつまいも・ちんげんさい）

保育園では年間を通して旬の食材をテーマに様々な食材に触れる機会を作ってい
る。前回はとうもろこしやなすの葉に触れてみた。目の前にある野菜をすぐに触
ろうとする子ども、周りの様子を伺いながら触れてみようとする子どもなど、
様々な姿が見られた。今回は秋の食材であるチンゲン菜、さつまいもを用いた。

２.活動スケジュール

・３、4人の少人数のグループに分かれて行う。
・さつまいも、チンゲン菜を用意する。葉をちぎったり、触った感触など
を感じる。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.10.8

（保育士）
・「これ何だ？」「どっち
が大きい」
（子ども）
・「いも」大きい方を指し
て「これ」
・芋を家族に見立てて「こ
れパパ、これママ、これは
○○（弟の名前）」
・中身が気になる。板にた
たいて割ろうとする。
・芋に切れ目を入れて手で
割ってみる。「おおー」
「パパ切っちゃうよ」「パ
パの中見てみよう」
（保育士）
・チンゲン菜を半分に割っ
て見せる。
・「中見てみる？」
・両手にチンゲン菜を持っ
て見る。
（保育士）
・「ちぎるの楽しい？」
・根っこの部分を上手に
割って見せてくれる。
・葉っぱの部分もちぎる
・「パキッ」と音が鳴るの
を楽しんでいる。

・野菜の色が引き立つ木目調の画板の上にさつまいも、チンゲン
菜を置く。
・断面図が見れるように切ったさつまいもを用意しておく。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


